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味あ
じ

方か
た

排は
い

水す
い

機き

場じ
ょ
う

遺
跡　

南
区
味
方

　

味
方
排
水
機
場
遺
跡
は
、
中
ノ
口
川
左
岸
の
自
然
堤
防
上
に
あ
り
、
地

表
面
の
標
高
は
約
二
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　

昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
秋
か
ら
四
十
年
春
に
か
け
て
、
味
方
地

区
圃ほ

場じ
ょ
う整
備
事
業
に
伴
う
排
水
機
場
（
旧
味
方
排
水
機
場
）
の
建
設
工
事

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
工
事
に
従
事
し
て
い
た
作
業
員
が
、
地
下
約
一

九
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点
か
ら
、
縄
文
土
器
ら
し
い
破
片
数
点
を
採
集
し

た
。
当
時
は
か
な
り
の
話
題
と
な
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

平
成
八（
一
九
九
六
）年
、『
味
方
村
誌
』の
編
さ
ん
事
業
が
始
ま
る
と
、

か
つ
て
地
下
深
く
か
ら
発
見
さ
れ
た
縄
文
土
器
の
こ
と
が
再
び
注
目
さ

れ
、
土
器
片
の
詳
細
な
調
査
と
、
現
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。

　

土
器
片
は
四
点
現
存
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
厚
さ
が
八
〜
八
・
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
で
、
土
器
の
表
面
を
整
え
る
方
法
や
、
施
さ
れ
た
縄
文
の
模
様

が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
土
器
の
破
片
と
考
え
ら
れ
た
。
四
点
の
う

図157　遺跡の位置
５万分１地形図「新津」図158　旧味方排水機場
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ち
三
点
は
接
合
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
土
器
片
は
深
鉢
形
の
縄
文
土
器
の
胴
体
の
部
分
で
あ
り
、
表
面
に

ス
ス
状
の
炭
化
物
が
薄
く
こ
び
り
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、煮
炊
き
に
使
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
に
よ
る
、
土
器
の
粘
土
の
詳
細
な
分
析
の
結
果
、
縄
文
時
代
中
期
後
葉
〜
後

期
前
葉
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

新
潟
大
学
積
雪
地
域
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
現
地
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
土
器
片
が
発
見
さ
れ

図159　採集された縄文土器片

た
所
と
ほ
ぼ
同
じ
深
さ
の
所
で
、
か
つ
て
そ
こ
が
地
表
面
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
地
層
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
旧
味
方
排
水
機
場

の
地
下
約
一
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
縄
文
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前

葉
の
遺
跡
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

地
下
約
一
九
メ
ー
ト
ル
で
約
四
〇
〇
〇
年
前
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
四
〇
〇
〇
年
の
間
に
地
表
面
が
約
一
九
メ
ー
ト
ル
も

沈
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
純
計
算
で
は
、
一
〇
〇
年
で
約
四
七
・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
沈
下
速
度
で
あ
る
。
味
方
排
水
機
場
遺
跡
は
、
越

後
平
野
の
こ
の
周
辺
が
、
早
い
速
度
で
沈
み
続
け
て
い
る
と
い
う
事
実
を

明
ら
か
に
し
た
貴
重
な
例
で
あ
り
、
今
後
、
越
後
平
野
に
お
け
る
遺
跡
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。


